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幸 区 役 所 

市 民 ・ こ ど も 局 

（平成２７年１１月６日） 



 
幸区役所日吉健康ステーション業務の区役所への一元化について 資 料 

（１）日吉合同庁舎 施設概要    
  ア 所 在 地  幸区南加瀬１丁目７番１７号 
  イ 建築年月日  平成１５年５月（築１２年） 
  ウ 建 物 構 造  鉄筋コンクリート造３階建 

  エ 延 床 面 積  3,491 ㎡ 

  オ 敷 地 面 積  2,230 ㎡ 

  カ 職   員  日 吉 出 張 所：所長、係長２名、職員４名 
           日 吉 健 康 ス テ ー シ ョ ン：所長（地域保健福祉課長が兼務：区役所に常駐） 
                         係長１名、職員１名（事務職員のみ） 
           生涯学習支援課日吉地区担当：課長、職員３名 
           （市民 館、図書館分 館） 
 
（２）日吉健康ステーション 沿革    
  明治２２年 町村制施行により橘樹郡日吉村誕生 
  昭和１２年 日吉村の一部が川崎市に編入される 
  昭和２２年 中原支所日吉出張所となる 
  昭和４７年 指定都市へ移行に伴い、日吉地区は中原区管轄から幸区管轄へ 
  昭和４８年 旧日吉出張所完成 ３階部分で幸保健所日吉分室として業務を開始 

  平成 ７年 幸保健所日吉分室から日吉健康ブランチに改称 

  平成 ９年 機構改革により幸保健所は衛生局から幸区役所に編入 

  平成１５年 日吉健康ブランチは日吉健康ステーションに改称し、業務を縮小 

        ※大師・田島ブランチは川崎区役所へ一元化され、７保健所、１健康ステーション体制へ 

 

（３）日吉健康ステーションの主な業務 

  ア 申請受付事務等 

  （ア）母 子 健 康 手 帳 交 付 事 務 ①               283（1,895）件  

  （イ）小児ぜん息医療費申請受付及び医療費受給証交付事務他 ②      123（  389）件  

  （ウ）成人ぜん息医療費助成認定・助成申請受付他 ②         84（  354）件  

  （エ）特別乗車証・私営バス乗車券申請受付及び交付事務他（公害補償） ②   60（  204）件  

  （オ）療 養 手 当 ・ 医 療 手 当 請 求 書 の 受 付（公害補償） ②  425（1,904）件  

     ※上記５つの申請受付事務の１日あたりの件数 3.99 件（平成 26 年度開庁日 244 日） 

  イ 区役所からの出張業務  ① 

  （ア）乳幼児健診（３ か 月 児） 602（1,546）人 

  （イ）乳幼児健診（１歳６か月児） 622（1,643）人 

  （ウ）乳幼児健診（３ 歳 児） 535（1,497）人 
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ステーション業務       区役所へ一元化 

地域子育て 
支援の検討 

  地域子育て

支援の方針

決定 

   
地域子育て支援の実施 

１ 日吉健康ステーションの概要 ２ 日吉健康ステーションの課題 

平成 27 年５月に幸区役所新庁舎が供用開始 
 
①保健所スペースの拡大 

保健所スペースが旧庁舎と比べて約 1.6

倍の広さに拡大した。 
②快適な機能の充実 

窓口前のキッズスペース（２Ｆ）やキッズ

ルーム（３Ｆ）、ラウンジヤマブキ（４Ｆ）

が整備されて快適に利用することができ

るようになった。 
③プライバシーに配慮した相談室の増加 
 個室の相談室数が増加し、プライバシーへ

配慮した相談がさらに充実した。 
④駐車可能台数が増加 

建替え工事の関係で減少していた駐車可

能台数が増加した。 

 

３ 幸区役所日吉健康ステーション業務の区役所への一元化 
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件数、人数は平成 26 年度年間実績 
（ ）内は区役所全体の取扱件数 
①は児童家庭課関連業務 
②は地域保健福祉課関連業務 

 総合的な相談支援体制の必要性 

 （１）日吉健康ステーションでは、保健福祉センター業務の一部しか行っていないため、申請の内容によっ

ては、再度、区役所へ出向かわなければならないなど、分かりにくい窓口体制となっている。 
 （２）日吉健康ステーションには、事務職（２名）のみで、医師、保健師、助産師などの専門職が常駐して

いないことから、現在は専門的な相談に応ずることが難しく、切れ目のない相談支援の提供という観

点から課題のある体制となっている。

キッズルーム 

日吉健康ステーションを見直し、保健に関する窓口業務等を平成 28 年度から区役所へ一元化し、専門的

かつ総合的なサービスを提供することが可能となる。 

日吉健康ステーションの後利用については、大型マンション建設に伴う人口増と市有財産の効率的な利用

の観点から、保育所の整備を視野に入れた地域子育て支援などについての利用を検討する。 

（１）効果 

（２）一元化後の利用 

個室相談室 

窓口前キッズスペース 

ラウンジヤマブキ


